
　病原体に感染しているという事象を X，陽性と判定されるという事象を Y とすると

　　　　P Y0 1 =
4

100
，P Y0 1 =

96

100
，PX Y0 1 =

97
，

　　　　 XP Y0 1 =
3

100
，

X
P Y0 1 =

1

100
，

X

100

P Y0 1 =
99

100

X X(1)　求める確率は P Y0 1であるから，　　 P Y0 1 =
97

100

(2)　求める確率は P X0 1 でこれを p   00<p<11 とおくと

　　　　P Y0 1 =P X3Y0 1 +P X3Y0 1 =P X0 1 XP Y0 1 +P X0 1 X
P Y0 1 より

4

100

97

100
　　C　 =p･ + 01-p1･

1

100

　　C　 4=97p+ 01-p1 

　　C　 p=
1

32

(3)　陽性反応を示した個体が，実際は病原菌に感染していない条件付き確率は

　　　　 YP X0 1 =
P Y3X0 1

P Y0 1
=

･
1

100
1-p0 1

4

100

=
1-p

4
=

31

128
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(1)　点 C は辺 AB を 2 : 1 に内分するので

　　　OC=
1

3
OA+

2

3
OB=

1

3
a+

2

3
b  

　　　AC=OC-OA =8
1

9a+
2

3
b -a=-

2

3
a+

2

3
b  

(2)　 a =2， b

3

=1，a･b= a b cos=2cos  なので

　　　 =
2

OC =
2

+
1

3
a

2

3
b

2

8 9
1

3

2
a+2b

= =
2

8 9
1

3 10 +
2

a 4a･b+4
2

b ･
2

8 9
1

3
8 +1 cos0 1

　　　 =
2

AC =
2

+-
2

3
a

2

3
b

2

8 9
2

3

2
a-b

= =
2

8 9
2

3 0 1+-
2

a 2a･b
2

b
2

8 9
2

3
-5 4cos0 1

　 -1<cos<1 なので， 1+cos>0 ,  5-4cos>0 であるから

　　　 OC =
2U 2

3 U +1 cos ， AC =
2

3 U -5 4cos

　したがって，

　　　f 0 1 =
2

3 U -5 4cos +U 2 ･
2U 2

3 U +1 cos

+=
2

U -5 4cos
4

3 U +1 cos
3

(3)　(2) の結果より

　　　 f 0 16 7
2=

2

8 9
2

3 U -5 4cos +2U +1 cos0 1
2

=
2

8 9
2

3
-5 4cos0 1+4U -5 4cos0 1 +1 cos0 1 +4 +1 cos0 16 7

=
2

8 9
2

3
+9 4U-4cos2 +cos+50 1

=
2

8 9
2

3
+9 4]-48 9cos -8 9 +

21

8

81

16

　よって，cos=
1

8
 のとき f 0 16 7

2 は最大値 
2

8 9
2

3
･89+4･ 9

9

4
=8 をとる。

　ところで，f 0 1 = AC +U2 OC  なので f 0 1 >0 である。

　したがって，cos=
1

8
 のとき f 0 1  は最大値 U 8 =2U 2  をとる。
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(1)　円 C と直線  の交点の x 座標を求める。 C と  の方程式から y を消去すると

1 2 1 2

　　　　 x2+ -2x+0 1-7 26 7
2=2  5 より　　 5x0x-41=0 　　　+ x=0，4  

　 x <x  より x =0 ， x =4 

　 y=-2x+7 にそれぞれ代入して　 1 y =7 ,  2y =-1 

x 

 y

 O

y=x 2-6x+7

y=-6x+7

y=2x-9A 0, 70 1

B 4, -10 1

2, -50 1

　よって，　A 0，0 17  ，B 04，-11  

(2)　 y=ax 2+bx+c  … ① とする。

　放物線 ① が点 A  0，0 17  を通るとき　　 7=c  …②

　放物線 ① が点 B  04，-11  を通るとき　　 -1=16a+4b+c…③

　放物線 ① が点 C  03，-21  を通るとき　 　-2=9a+3b+c …④

　②，③，④ より　　 a=1 ， b=-6 ， c=7 

(3)　(2)の結果より，放物線 ① の方程式は　y=x 2-6x+7 

　 y-=2x-6 より，点A 0，0 17  における接線の方程式は

　　　 y-7=-6 x-00 1　　　+　 y=-6x+7 

　同様に，点B 04，-11  における接線の方程式は

　 　　y- -10 1=20x-41　　　+　 y=2x-9 

 　この 2 つの接線の交点の x 座標を求めると

　　　 -6x+7=2x-9　　　+　 x=2 

　よって，右のグラフより求める図形の面積は

　　　 Q 0

2

x 2-6x+70 1 - -6x+70 16 7dx

　　　　　 　　　　　　　　+Q 2

4

x 2-6x+70 1- 2x-90 16 7dx 

　　 =Q 0

2
2x dx+Q 2

4
2x-40 1 dx  

　　 =
0

2
2

< =
1

3
x +

2

4

< =
1

3
x-40 1

3

　　 =
8

3
+

8

3
=

16

3
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(1)　 x+
1

x
=t  より　　　 x2-tx+1=0 

t

2
 である。

x=
t

2

x=0x=0
x=

t

2

t (ⅰ) ⅱ)(

　ここで， f x0 1=x 2-tx+1 とおくと f x0 1 は下に凸の放物線で，軸の方程式は x=

　f x0 1=0 が x>0 の範囲に実数解をもつ条件を考える。

　(ⅰ)　 <0 つまり t<0 のとき
2

　　　 f0 10 =1>0 であるから　解なし

　(ⅱ)　
t
)0 つまり t)0 のとき

2

　　　 f x0 1=0 の判別式を D とすると

　　　　　 D= -t0 1
2-4･1･1=t2-4 

　　(ア)　D>0 のとき

　　　　t2-4>0　これと t)0 であるから t>2 

　　　　このとき，正の実数解を 2 個もつ。

　　(イ)　 D=0 のとき

　　　　t2-4=0　これと t)0 であるから t=2 

　　　　このとき，正の実数解を 1 個もつ。

　　(ウ)　 D<0 のとき

　　　　t2-4<0　これと t>0 であるから 0(t<2 

　　　　このとき，正の実数解をもたない。

F
  t<2 のとき   正の実数解をもたない

　以上から，   t=2 のとき   正の実数解を 1 個もつ 

  t>2 のとき   正の実数解を 2 個もつ

t 

 y

 O 2

3

(2)　 x+
1

x
=t  より　　 x2+

1

x 2
=t 2-2 

　よって，与式は　　 0t
2-21 -8t+17=k 　　　　+　 t2-8t+15=k 

　ここで， g t0 1=t2-8t+15 とおくと　　 g t0 1= t-0 1
24 -1 

　また，(1) の結果より実数 t が 1 つ定まると正の実数 x は

F
  t<2 のとき   0 個

　　　　   t=2 のとき   1 個

  t>2 のとき   2 個

　決まる。 

　これと右のグラフより， y=g t0 1 と y=k の共有点の個数から

F
  0<k<3  のとき  正の実数解は 4 個

　　　　   k=3 のとき  正の実数解は 3 個

  3<k のとき  正の実数解は 2 個
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